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往
復
五
〇
㌔
の
行
程
を

四
泊
五
日
か
け
て
踏
破

　

ポ
ン
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
岳
登
山
口
ま
で
車

で
入
れ
た
平
成
二
八
年
五
月
、
仲
間
四

人
で
東
尾
根
か
ら
ペ
テ
ガ
リ
岳
を
目
指
し

た
が
、
山
頂
二
㌔
手
前
で
時
間
切
れ
に
な

り
撤
退
し
て
い
る
。
そ
の
時
は
快
晴
で
、

手
が
届
き
そ
う
な
所
か
ら
の
素
晴
ら
し
い

ペ
テ
ガ
リ
岳
山
頂
を
瞼
に
焼
き
付
け
、
是

非
再
度
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
年
の
秋
、
十
勝
地
方
が

複
数
の
強
烈
な
連
続
台
風
に
遭
遇
し
、
農

地
や
一
般
道
路
、
そ
し
て
多
く
の
林
道
に

も
甚
大
な
被
害
が
及
ん
だ
。
ポ
ン
ヤ
オ
ロ

マ
ッ
プ
川
林
道
も
例
外
で
は
な
く
、
登
山

口
手
前
一
〇
㌔
地
点
の
歴
舟
川
林
道
分
岐

に
ゲ
ー
ト
が
出
来
、
両
林
道
と
も
車
両

通
行
止
め
と
な
っ
た
。
平
成
二
九
年
、
林

道
の
改
修
を
期
待
し
た
が
、
ポ
ン
ヤ
オ
ロ

マ
ッ
プ
川
林
道
は
数
カ
所
の
道
路
決
壊
と

橋
三
カ
所
流
失
で
修
復
の
見
込
み
な
く
、

山
行
も
諦
め
て
い
た
。

　

平
成
三
〇
年
四
月
に
森
林
管
理
署
に

確
認
す
る
と
、
ポ
ン
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
川
林

道
の
改
修
目
処
は
全
く
無
し
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
来
年
に
延
ば
す
こ
と
も
考
え
た

が
、
八
十
代
に
入
り
体
力
低
下
が
心
配
な

の
で
意
を
決
し
、
常
本
さ
ん
と
相
談
し
て

林
道
歩
き
で
山
行
計
画
を
立
て
た
。

　

そ
し
て
山
頂
ま
で
の
往
復
五
〇
㌔
を
、

五
月
二
四
日
か
ら
二
八
日
ま
で
四
泊
五

日
か
け
て
二
人
で
登
頂
し
、
念
願
を
果
た

す
こ
と
が
出
来
た
。

ポ
ン
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
岳
ま
で

　

五
月
二
四
日　

晴　

常
本
車
で
自
宅
を

出
発
し
、
更
別
経
由
で
ポ
ン
ヤ
オ
ロ
マ
ッ

プ
川
と
歴
舟
川
林
道
分
岐
ゲ
ー
ト
横
に
駐

車
。
身
支
度
後
一
一
時
五
分
に
ス
タ
ー
ト
。

林
道
は
数
カ
所
の
決
壊
箇
所
を
迂
回
し
た

り
高
巻
い
た
り
で
通
過
。
橋
流
失
三
箇
所

は
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
靴
を
濡
ら
さ
な
い
よ
う

に
し
て
、
膝
下
の
渡
渉
を
す
る
。
三
回
目

に
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
穴
が
開
き
、
登
山
靴

の
中
に
水
が
入
る
。
登
山
口
手
前
の
ペ
テ

ガ
リ
橋
は
流
失
を
免
れ
た
も
の
の
欄
干
は

破
損
し
て
無
く
な
り
、
橋
の
上
に
は
流
木

が
折
り
重
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
乗
越
し

て
標
高
三
五
五
㍍
の
ポ
ン
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
岳

登
山
口
に
一
五
時
着
。

　

登
山
ポ
ス
ト
の
上
、
一・
五
㍍
の
高
さ
ま

で
水
没
の
跡
が
あ
り
、
登
山
口
の
駐
車
場

や
テ
ン
場
は
泥
沼
化
し
て
い
る
。
こ
の
日
の

テ
ン
場
は
洪
水
被
害
が
無
か
っ
た
一
〇
〇

㍍
上
流
の
台
地
に
し
た
。

　

五
月
二
五
日　

小
雨　

前
夜
か
ら
の
雨

は
朝
に
な
っ
て
も
止
ま
ず
、
濡
れ
た
重
い

テ
ン
ト
を
手
分
け
し
て
担
ぎ
、
翌
日
か
ら

の
天
気
回
復
予
報
を
信
じ
て
四
時
二
〇
分

出
発
。
登
山
口
ポ
ス
ト
の
名
簿
に
は
、
昨

年
以
来
の
記
入
は
な
く
、
今
年
は
我
々
が

初
め
て
か
。

　

尾
根
上
の
標
高
四
六
〇
㍍
ま
で
の
登
山

道
は
不
明
瞭
で
獣
道
な
ど
を
利
用
し
て
登

る
。
標
高
五
四
〇
㍍
に
は
鉄
梯
子
が
二
カ

所
あ
り
、
登
り
切
る
と
間
も
な
く
六
〇
一

㍍
標
高
点
の
尾
根
に
乗
る
。
ポ
ン
ヤ
オ
ロ

マ
ッ
プ
岳
ま
で
の
登
山
道
は
笹
が
被
っ
て
い

て
、
不
明
瞭
で
時
々
獣
道
に
迷
い
込
む
。

朝
か
ら
の
雨
で
ダ
ウ
ン
ウ
ェ
ア
等
を
着
込
む

が
、
そ
れ
で
も
寒
い
。

　

こ
の
ま
ま
今
日
の
テ
ン
場
予
定
地
で
あ

る
早
大
尾
根
分
岐
ま
で
行
く
の
は
低
体
温

の
リ
ス
ク
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
一
一
時

四
〇
分
に
ポ
ン
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
岳
山
頂
で
行

動
を
中
止
し
、
午
後
停
滞
と
決
め
て
テ
ン

ト
を
張
っ
た
。
山
頂
北
斜
面
に
は
雪
が
十

分
残
っ
て
い
て
水
の
確
保
に
問
題
な
し
。
テ

ン
ト
で
寛
い
で
い
る
と
夕
方
に
は
天
気
が

回
復
し
、
外
に
出
る
と
夕
焼
け
が
美
し
い
。

遥かなるペテガリ岳
　　　　　　東尾根に再挑戦

土場の沢にかかる樹氷橋も流失

鈴木  貞信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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第 49号

灌
木
・
笹
・
這
松
漕
ぎ
の
末

夕
闇
迫
る
山
頂
に
立
つ

　

五
月
二
六
日　

快
晴　

テ
ン
ト
撤
収
時

に
フ
ラ
イ
内
側
に
氷
が
張
り
付
い
て
い
る
。

払
い
落
と
し
て
も
な
か
な
か
取
り
切
れ
な

い
。
か
な
り
冷
え
込
ん
だ
よ
う
だ
が
、
早

朝
か
ら
快
晴
で
天
気
予
報
通
り
と
な
る
。

今
日
の
テ
ン
場
は
ペ
テ
ガ
リ
岳
山
頂
と
し
、

日
の
出
直
後
の
四
時
二
〇
分
に
出
発
。
ポ

ン
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
岳
山
頂
は
樹
木
が
あ
り
眺

望
が
良
く
な
い
が
、
一
時
間
ほ
ど
進
む
と

素
晴
ら
し
い
眺
望
と
な
る
。

　

一
四
一
七
㍍
標
高
点
近
く
の
東
斜
面
に

は
多
く
の
雪

渓
が
残
っ
て
い

る
。
数
カ
所
の

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

と
巻
道
、
獣

道
を
使
い
、
早

大
尾
根
分
岐
の

一
五
一
八
㍍
標

高
点
に
八
時

四
〇
分
着
。

　

こ
こ
か
ら

国
境
稜
線
の

一
五
七
三
㍍

標
高
点
ま
で
、

八
回
の
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
と
不
明

瞭
な
道
、
背

丈
を
超
え
る
灌

木
漕
ぎ
は
腕

力
も
必
要
と

な
る
。
特
に
国

境
稜
線
手
前
の

灌
木
に
苦
戦
し

な
が
ら
一
五
時

二
五
分
着
。

　

こ
こ
か
ら
山
頂
に
至

る
稜
線
の
南
北
両
側

は
深
い
沢
に
切
れ
落
ち

て
い
て
、
ま
さ
に
日
高

の
山
の
様
相
で
あ
る
。

ペ
テ
ガ
リ
岳
へ
と
続
く

這
松
と
残
雪
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
は
特
に
素
晴

ら
し
い
眺
め
で
あ
る
。

岩
場
と
這
松
漕
ぎ
で

歩
き
辛
い
と
こ
ろ
だ

が
、
眺
望
を
楽
し
み

な
が
ら
進
む
。

　

一
六
二
〇
㍍
の
ペ
テ

ガ
リ
岳
肩
手
前
は
見

通
し
が
効
か
な
い
笹

薮
で
、
道
も
不
鮮
明
。

適
当
に
笹
を
漕
い
で
登

る
と
肩
に
出
た
。
北

側
に
は
雪
渓
が
あ
り
、

這
松
を
避
け
て
雪
の

上
を
歩
く
が
、
滑
落

す
れ
ば
斜
度
四
〇
度

の
斜
面
を
数
百
メ
ー

ト
ル
下
ま
で
落
ち
る
の

で
、
慎
重
に
歩
を
進

め
る
。

　

灌
木
・
笹
・
這
松

漕
ぎ
で
予
定
時
間
を
超
過
し
た
が
、
念
願

の
一
七
三
六
㍍
ペ
テ
ガ
リ
岳
山
頂
に
一
九
時

一
〇
分
に
立
つ
。
日
没
間
際
で
夕
日
に
染

ま
っ
た
山
々
を
眺
め
、
山
座
同
定
し
て
い

る
と
今
日
の
苦
労
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
、

感
激
に
浸
り
至
福
の
時
を
過
ご
す
。
山
頂

で
は
雪
も
近
く
で
取
れ
た
。
今
日
の
行
動

を
振
り
返
り
な
が
ら
寝
袋
に
入
る
。

国境稜線分岐 1573m からのペテガリ岳

15 時間行動で頂上に立つ
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こ
れ
ま
で
の
経
験
の
中
で
も

も
っ
と
も
ハ
ー
ド
な
山
行

　

五
月
二
七
日　

晴　

今
朝
も
テ
ン
ト
に

氷
が
付
い
て
い
る
。
ペ
テ
ガ
リ
岳
山
頂
は

早
朝
か
ら
快
晴
で
下
界
は
雲
海
。
朝
日
を

浴
び
た
勝
幌
・
札
内
・
エ
サ
オ
マ
ン
・
ル
ベ

ツ
ネ
・
カ
ム
エ
ク
・
ヤ
オ
ロ
・
一
八
三
九
・

中
ノ
岳
・
神
威
・

ソ
エ
マ
ツ
・
ピ
リ

カ
等
を
眺
め
て
い

る
と
時
間
が
経
つ

の
も
忘
れ
て
し
ま

い
、
予
定
よ
り

三
〇
分
遅
れ
の
四

時
二
五
分
に
出
発

す
る
。

　

今
日
は
ポ
ン

ヤ
オ
ロ
ま
で
の
予

定
。
国
境
稜
線

か
ら
東
尾
根
の
分

岐
（
一
五
七
三
㍍

標
高
点
）
ま
で
は

雲
海
の
上
で
眺
望

を
楽
し
み
な
が
ら

快
調
に
下
山
す
る

も
、
そ
こ
か
ら
早

大
尾
根
分
岐
ま
で

は
相
変
わ
ら
ず
の

藪
漕
ぎ
と
な
る
。

雪
渓
上
に
は
、
昨

日
は
無
か
っ
た
熊

の
足
跡
が
我
々
の
足
跡
の
上
に
あ
り
、
緊

張
し
鈴
を
強
く
鳴
ら
し
て
辺
り
を
見
回
し

な
が
ら
通
過
す
る
。

　

ポ
ン
ヤ
オ
ロ
山
頂
に
着
い
た
の
は
日
没

後
の
二
〇
時
。
急
ぎ
テ
ン
ト
を
張
っ
て
潜

り
込
む
。
ダ
ニ
対
策
で
事
前
に
予
防
薬
を

衣
服
等
に
散
布
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も

テ
ン
ト
の
中
で
は
体
や
衣
類
に
付
い
た
ダ

ニ
五
匹
を
退
治
す
る
。

　

五
月
二
八
日　

快
晴　

今
朝
は
気
温
も

上
が
り
、
テ
ン
ト
に
氷
は
付
か
な
か
っ
た
。

今
日
は
ポ
ン
ヤ
オ
ロ
を
下
山
し
、
林
道
を

歩
い
て
ゲ
ー
ト
ま
で
の
長
旅
と
な
る
。
ポ

ン
ヤ
オ
ロ
山
頂
で
樹
木
の
間
か
ら
見
え
る

ペ
テ
ガ
リ
岳
方
面
や
早
大
尾
根
を
瞼
に
焼

き
付
け
、
四
時
一
五
分
出
発
。
ダ
ニ
の
多

い
こ
の
時
期
、
五
分
歩
い
た
ら
五
、六
匹
が

ズ
ボ
ン
等
に
付
く
の
を
払
い
な
が
ら
ポ
ン

ヤ
オ
ロ
登
山
口
に
一
一
時
着
。
大
休
止
。

　

帰
り
の
渡
渉
箇
所
は
濡
れ
て
も
良
い
の

で
登
山
靴
の
ま
ま
川
を
渡
る
。
林
道
脇
に

は
多
く
の
花
（
二
〇
種
類
ほ
ど
）
が
あ

り
、
疲
れ
て
い
る
の
で
花
の
写
真
を
撮
り

な
が
ら
休
み
休
み
ゆ
っ
く
り
戻
る
。
ゲ
ー

ト
が
あ
る
駐
車
場
に
帰
着
し
た
の
は
一
六

時
三
五
分
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
山
行
で
は
五
日
間
、
他
の
登
山

者
に
は
誰
に
も
会
わ
な
か
っ
た
。
遥
か
な

る
〜
遥
か
な
る
ペ
テ
ガ
リ
岳
東
尾
根
山
行

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
帰
り
の
温
泉
を
楽

し
み
に
車
上
の
人
と
な
っ
た
。

　

ペ
テ
ガ
リ
岳
に
は
、
静
内
側
と
神
威
山

荘
側
か
ら
西
尾
根
を
二
回
登
頂
し
て
い
る

が
、
山
頂
か
ら
の
眺
望
が
あ
ま
り
良
く
な

か
っ
た
。
今
回
の
こ
の
コ
ー
ス
は
私
の
過
去

の
山
行
経
験
で
一
番
ハ
ー
ド
な
山
行
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
に
勝
る
眺
望
を
楽
し
む
こ
と

が
出
来
、
ご
一
緒
頂
い
た
常
本
良
一
さ
ん

に
感
謝
し
て
い
る
。

ペテガリ岳山頂から 1839m 峰を望む

ペテガリ岳
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